
                                                           

 

 

 

 

 

「志賀原子力発電所における石川県・志賀町への

連絡基準に係る覚書」に基づく連絡について 

 

 昨晩、北陸電力㈱から「連絡基準に係る覚書」に基づき、「連

絡区分Ⅲ」に該当する事象として、下記２件の連絡があった。

いずれの事象も外部への放射能の影響はない。 

 
    連絡区分Ⅲ：原則として翌月１０日までに連絡するもの 
    参   考：北陸電力ＨＰ https://www.rikuden.co.jp/press/atomic.html 
 

 

 記 

 
１ 事 象：低レベル放射性廃棄物輸送用天井クレーンの異常

停止 
  発生日：９月１２日 
  原 因：分解点検時に部品を誤って取り付けたため 
  対 応：部品を正常に取り付け復旧（９月１２日復旧済） 
 
２ 事 象：１号機中央制御室等の空調（冷凍機）の不具合。

空調は２系統あるため特に支障はない。 
  発生日：９月１４日 
  原 因：現在調査中 
  対 応：北陸電力では、原因判明後、必要な措置を講ずる

としている。 
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志賀原子力発電所１号機 換気空調補機非常用冷却水系冷凍機（Ｂ） の停止について 

 

１．事象の概要 

志賀原子力発電所１号機（第 13 回定期検査中）において，2023 年９月 14 日（木）14 時 55 分，

換気空調補機非常用冷却水系（以下，「HECW」）冷凍機Ｂ号機を起動したところ，冷凍機の各軸受に

潤滑油を供給する系統（以下，「潤滑油系統」）の異常を示す警報が発生し，自動停止した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．HECW 冷凍機の潤滑油系統の概要図 

２．原因 

原因調査の結果，油ポンプ逃がし弁※（F138）のＯリングの劣化が原因であることを確認した。 

当該弁の取替えを実施し，11 月 21 日に当該 HECW 冷凍機(B)が正常に動作することを確認した。 

※油ポンプ出口から油タンクに潤滑油を戻すことで潤滑油系統の圧力を調整する弁。 

（１）油ポンプ逃がし弁の分解調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．油ポンプ逃がし弁の分解調査結果 
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② 弁体を取外した結果， 

Ｏリングからバネケース側

に茶褐色の潤滑油が付着し

ていた。 

③ Ｏリング装着状態を確認した

結果，バネケース側のＯリン

グはディスクガイドとの摺動

部が平らになっていた。 

① 油ポンプ逃がし弁のバネケ

ースを取外した際，通常で

あれば潤滑油が浸入しない

バネケース内部に茶褐色の

潤滑油が残っていた。 

：潤滑油ライン 

油ポンプ逃がし弁（F138） 

：冷媒ライン 



 

（２）事象の推定メカニズム 

本事象の発生メカニズムについては，以下の通り推定した。 

 

 

通常の潤滑油系統の運転状態では， 

油ポンプ逃がし弁のバネケース内に 

潤滑油はなく，弁の開状態で弁体が 

微小に摺動している。 

 

 

 

 

 

油ポンプ逃がし弁のバネケ－ス側 

Ｏリングが劣化し，シール機能が低 

下する。 

 

 

 

 

 

 

油ポンプ逃がし弁のバネケース内 

に潤滑油が浸入し，バネケース内の 

圧力が上昇することにより，正常な 

設定圧で弁が動作しなくなる。 

 

 

 

 

 

潤滑油系統の圧力が上昇し，油ポ 

ンプの圧送抵抗が増大することによ 

り，締切運転状態となり，油ポンプ 

過負荷に至る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）通常運転状態 

（２）Ｏリングシール機能低下 

（３）バネケース内潤滑油浸入 

（４）系統圧力上昇，油ポンプ過負荷 

 

 

 

 

 

 

Ｏリングに柔軟性があり，摺動に

追従している状態 

 

 

 

 

 

 

劣化による硬化と繰り返しの摺動

でＯリングの摩耗が進行 

 

 

 

 

 

 

Ｏリングが変形，バネケー

スに潤滑油浸入 
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図３．事象の推定メカニズム 

油ポンプ逃がし弁（F138） 



 

３．再発防止対策 

（１）現状の点検計画及び至近の点検履歴 

HECW 冷凍機(B)の点検計画及び至近の点検履歴は以下の通りであり，第 12 回定検（2010 年度）

にて油ポンプ逃がし弁の取替えを実施していることを確認した。 

 

表１．HECW 冷凍機(B)の点検計画及び至近の点検履歴 

項目 
HECW 冷凍機 

油ポンプ逃がし弁 
本格点検 簡易点検 

点検計画 運転中 ６定検 ３定検 15 定検 

 長期停止中 ８年 ４年 なし 

至近の点検履歴 2016 年度 2022 年度 
第 12 回定検（2010 年度） 

にて取替え実施 

備考  本格点検に合わせ油ポンプ取替  

 

（２）是正処置 

至近の当該弁取替後から今回の事象が発生した期間（約 13 年）を踏まえ，プラント運転中及

び長期停止中の点検計画を適切な実施間隔（長期停止中：８年）に変更する。 

 

以 上 


